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表 1 栄養情報処理の演習内容 
回数 演 習 内 容  
１ 
講義（パソコンの内部構造と周辺機器・OS とは・Windows の基礎知識） 
















































演習 Power Point（基本操作と文字の入力、編集・画像、グラフの挿入） 
＜「糖尿病患者への栄養指導効果」のプレゼンテーション１＞ 
14 
演習 Power Point（構成とデザイン・表示効果） 
＜「糖尿病患者への栄養指導効果」のプレゼンテーション２＞ 

































たが (P < 0.001)、他の項目に比べると授業後の
得点が低かった。 
 
表 2 パソコン操作技術得点 
 
 授業前 授業後 P 値 















 ＊  0.004 
 0.078 
































 2.73±0.83 1 
＊＊ <0.001
＊＊ <0.001











表 3 情報関連授業に対する満足度  
 
 授業前 授業後 P 値 







 2.3 8.2 
 54.5 28.6 
 40.9 59.2 
 2.3 4.1 
 
平均得点  2.56±0.59 2.59±0.70  0.862 
 
考察 
 新カリキュラムにおける栄養情報処理演習の内容
で、最も重点をおいたのはデータのまとめ方と統計
処理である。しかしながら、授業前に行った調査で
は表計算ソフトの操作技術得点が全体的に低かった
ため、表計算ソフトの演習に時間をかけながら進め
た。表1に示したとおり演習の前半には統計処理の
講義を行ったが、これらの理解度については今回調
べることはできなかった。栄養関連のデータをまと
めて結論づけるには、どのような統計処理（検定）
を行うかを知ることが重要である。この点について
は、実際の栄養関連データをあげながら時間をかけ
て説明した。その後、表計算ソフト、統計処理ソフ
トを用いて演習を行ったが、統計処理ソフトについ
ては、ほとんどの学生が今回初めて使用したので、
操作技術得点の調査を行わなかった。 
 結果に示すとおり、ほとんどの学生が大学に入る
までにパソコンを使い始めているにもかかわらず、
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各ソフトの細かい操作になると得点が低かった。こ
れには、ワープロや表計算ソフトの使用頻度の低さ
が影響している可能性があり、卒業研究等で使用頻
度が増えると、技術レベルはあがると考えられる。
今回の調査対象の学生のパソコン所有率は非常に高
く（91.1％）、以前に短期大学の学生に対して行った
調査結果（53.2％）とは大きく異なっていた(2)。今
後、授業のレポートや課題はワープロを使って提出
する機会が増えてくるため、所有率の高さは維持さ
れるであろう。 
 表2に示したとおり、ワープロソフトの操作技術
得点は授業前後で大きな差はみられなかったが、全
体的には技術レベルが向上していた。しかしながら、
「キーボードを見ずに入力することができる」とい
う内容については得点が低く今後の課題である。タ
ッチタイピングの練習は、ある程度時間をかけて行
う必要があるが、中でも個人の努力が重要である。 
 また、情報技術の基本や、その使用に関するマナ
ーを知らずしてそれを安易にすることは、個人的・
社会的障害を招くので、それらの防止や栄養情報処
理演習の授業目標を達するためにも、情報技術に関
する基本的知識については、1、2 年時に学習させ、
身につけておくことが望ましい。本演習ではこれら
の基本技術にもふれ、最終単位試験にも含めたが、
アンケート内容には含めなかった。今後はこの点に
ついても調査したい。 
 冒頭でも述べたように、今回の授業では表計算ソ
フトの演習が中心となったため、授業後の操作技術
得点がどの項目も著しく上昇した。しかしながら、
例題としてあげた栄養データだけでは、まだまだ不
十分であると考えられる。複雑な図表の作製につい
ては、卒業研究等を通したレベルアップに期待した
い。 
 今回の調査対象者のインターネット利用率は高く、
この点については表2のインターネット、メールの
操作技術得点の結果とも一致する。今回の演習では
文献検索を中心とした内容を取り入れ、EBN 
(Evidence based nutrition)の概念についても解説
した。これらは、管理栄養士にとって、今後ますま
す重要になってくる部分である(3)。 
 栄養計算に関しては、荷重平均栄養所要量や栄養
素充足率の算出を行ったが、内容的には乏しいもの
だった。栄養士業務の中で栄養計算は最も重要であ
り、多くの施設でパソコンを用いた献立作成、栄養
計算が行われている(4)。また、発注、在庫管理、患
者・利用者管理などにもパソコンが利用されており、
これらを現場ですぐ使いこなせるようにするには、
栄養情報処理演習の中でも専用の栄養計算ソフトを
用いた献立作成、献立評価などを行うべきである。
2005年度から始まる新しい食事摂取基準では、所要
量という言葉がなくなり、各栄養素ごとに推定平均
必要量、推奨量、目安量、目標量など多くの数字が
掲載されている。これらに対応していくためにはパ
ソコンの活用が重要となる。さらに、統計処理や複
雑な栄養計算用のソフト（SPSSなど）は安価ではな
く、個人による導入が困難なことから、栄養士養成
施設においては、これらの整備をすることも重要と
考えられる。 
 パソコンとプロジェクターを用いたプレゼンテー
ションはどの分野においても日常的に行われている。
デジタルカメラやスキャナの普及にともなって、栄
養士も献立例、調理操作などの画像を取り入れたプ
レゼンテーションが求められるはずである。今回の
授業後の結果をみると、調査対象者のプレゼンテー
ション技術はまだまだ低いと考えられる。この点に
ついては、今後の授業内容を検討する必要がある。 
 表3に示されるとおり、情報関連授業に対する満
足度は授業後においても満足度が低かった。調査対
象者の学生は新カリキュラムにおける情報関連授業
の時間割や内容に不満をもっているという結果であ
るが、その理由としては、「わかりにくい」「教員が
少ない」「進度が速すぎる」などであった。また、今
後習得したい情報処理技術としては「パソコンによ
る栄養計算・栄養指導」、「画像の取り込み・加工」
などの意見が多かった。 
 情報関連授業の時間数の変更は現時点では難しい
が、進め方や内容については各担当者が改善してい
く必要がある。特に栄養情報処理は職場のニーズに
あった情報処理教育を行うように内容を常に再検討
していく必要性を感じた。 
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結語 
 本研究における調査にご協力いただきました、徳
島大学医学部栄養学科３年生の皆様に深く感謝申し
上げます。 
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